
4.共同利用研究会

第6回ニホンザル研究セ ミナー

日時 :2005年5月 14日 (土)～15日 (日)

場所 :霊長類研究所大会議室

参加人数 :約50人

世話人 :杉浦秀樹,室山泰之

<プログラム>

5月 14日 (土)

座長 :早川祥子 (京都大 ･霊長類研究所)

宇野壮春 (宮城教育大)｢ニホンザル ･群れ外オスの社

会学的研究｣

コメンテータ:堀内史朗 (東北大 ･文学)

花村俊吉 (京都大 ･理 ･人類進化論)｢ニホンザル餌づ

け群におけるオスの空間的位置とメスとの社会関

係一空間的位置の分化機構と差異の観察-｣

コメンテータ :高畑由起夫 (関西大 ･総合政策)

座滋 :座屈耕一郎 (京都大 ･霊長類研究所)

曲別 守谷 (京都大 ･理 ･人類進化論)｢ニホンザルコド

モの遊びの研究｣

コメンテータ :早木仁成 (神戸学院大 ･人文)

詣越拙供,総合討論

前畑由起夫 (関西学院大 ･総合政策)｢ワオキツネザル

の母系的集団におけるメスの順位と繁殖成功,お

よびグループサイズの影響～ニホンザルとの比較

Yt料として｣

基山瀕之 (京都大学 ･霊長類研究所)｢死体からわかる

こと-野生ニホンザルの栄養状態の季節変動と地

域変化｣

継親会

5月 15日 (日)

座長 :室山泰之 (京都大 ･霊長類研究所)

江成広斗 (東京農工大 ･連合良学 ･野生動物保護学)

｢農村社会の展望から猿害問題を再考する～白神

山地における西目屋村アニマルパ トロールの事例

から～｣

コメンテータ :鈴木克哉 (京都大 ･霊長類研究所)

座長 :半谷吾郎 (京都大 ･霊長類研究所)

風張喜子 (北海道大 ･環境科学)｢ニホンザルのパッチ

利用における他個体の影響｣

コメンテータ :中川尚史 (京都大 ･理 ･人類進化論)

清野未恵子 (京都大 ･理 ･人類進化論)｢野生ヤクシマ

ザルオトナメスの昆虫類捕食行動｣

コメンテータ :丸橋珠樹 (武蔵大)

若手研究者を中心に,ニホンザルを対象とした野

外研究の成果を発表した｡発表内容は多岐にわたった

が,いずれも発表者自身の調査に基づくもので､興味

深い内容のものが多かった.若手研究者を交えた交流

や意見交換の場としても有意義な研究会であった.

(文責 :杉浦秀樹)

視線,共同注意,心の理論

一共同利用計画研究 ｢チンパンジー乳幼児期の認知行

動発達の比較研究(H13-15)｣,rチンパンジーの認知や

行動とその発達の比較研究pl6-)｣研究成果発表会-

(PRlCooperativeResearchWorkshop --Gaze,Joint

Attention,andTheoryofMind")

日時 :2005年 8月 1日 (月)～2日 (火)

場所 :京都大学霊長類研究所 1階大会議室

参加人数 :約60人

世話人 :友永雅己,松沢哲郎,田中正之,吉川左紀子

(京都大･教育)

<プログラム>

8月 1日 (月)

黒木美紗 (九州大)｢乳児の視線転換に及ぼす情動の影

響-始発的共同注意の獲得の観点から｣

常田美穂 (北海道大)｢共同注意の発達における養育者

の役割｣

仲川こころ,小嶋秀樹 (情報通信研究機構),安田有里

子 (近江八幡市立心身障害児通園センター)｢2項

関係-の気づき･3項関係-の気づき-ロボット

から見た自閉症児のコミュニケーション発達｣

長井志江 (情報通信研究機構)rロボット!こよる視覚的

共同注意の学習｣

共同利用計画研究 ｢チンパンジーの認知や行動とその

発達の比較研究｣および関連研究成果発表ポスタ

ーセッション

小沼裕子 (中央大),金沢創 (淑徳大),山口真美 (中

央大)｢乳児の視線知覚における部分処理と全体処

理｣

瀬山淳一郎 (東京大)｢視線方向残効｣

Stephen良.H.Langton(UniversityofStifling)｢Faces,gaze

andvisualattention.J
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8月2日 (火)

チンパンジー突験見学

久世池子 (東京工大)rオランウータンの凝視行動の特

徴と社会的機穏｣

橋研和秀 (九州大),小林洋美 (科学技術振興機構)｢The

evolutionor●'50Cialeyes■■inprlmateS.｣

野村光江 (京都大)｢伝達行為としての顔面表出｣

友永雅己 (京都大)｢チンパンジーにおける視線認知｣

昼食およびポスターセッション

佐藤弥 (京都大)｢表情と視線の交互作用 :心理学研究

と脳画像研究からの知見｣

ReginaldB.Adam sJr. (TufRsUniveristy)｢Feed-forward

versusfeedbackthreatresponsesshow differential

attunTh enttoclearversusambiguousthreat.｣

総合討論

近年,視線の認知とそれに関連するさまざまな問

題が,発達心理学,認知心理学,霊長類学など多くの

領域で研究されるようになってきた.かつて行われて

いたような,どの種では視線追従が可能で,どの種で

はできないか,とか,何歳になればできるようになる

か,という現象面の把握にとどまらず,他の認知機能

との関連や,より高次の社会認知機能との関連,さら

にはコミュニケーションとの関連など,視線がわれわ

れの活動に果たす機能とその機構を明らかにしようと

する研究も増えてきた.そこで本研究会では,視線認

知を足がかりにして,それに関連するであろうさまざ

まなトピックに焦点をあて,議論を行った.スピーカ

には,中堅 ･若手を問わず,これらの問題に関心をも

つ国内外の研究者を招き,多様なトピックのなかから

それぞれの参加者が今後の研究のヒントをつかんでも

らい,共同研究の新たな展開が起きることも期待した.

発表されたトピックは,母子間の相互交渉におけ

る共同注意の発達的変化,ロボットによる共同注意の

摂待に関する構成論的アプローチや,視線追従ロボッ

トの療育-の応用,視線の知覚に関する心理物理的,

発達的,認知神経科学的,そして比較認知的研究,さ

らには,霊長実刑こおける視線コミュニケーションとそ

の適応的意義など,｢視線｣をめぐる多様なレベルから

の発表がなされた.また,今回,京都大学21世紀coE

プログラム ｢心の働きの総合的研究拠点形成｣の招堰

で来日していた Stirling大の Langton氏とTu仇S大の

Adams氏にもご参加いただき,視線認知研究の新たな

展開の可能性や,視線認知と情動認知の関連に関する

最新の知見についてお話いただいた.

｢視線｣に限定しただけでも,このような多様な

トピックがそれぞれに柿力的に行われている.今回の

研究会では,普段接点の少ないこれらの研究領域間で

のコミュニケーションを促し,新たなコラボレーショ

ンの可能性を探ろうとしたが,その試みは徐々にでは

あるが広がりつつあるものと思われる.また,今回の

研究会では視線の理解の先にある他者理解 ･心の理論

の関田にまではアプローチできなかった.この点につ

いては,次年度以降の研究会につなげていきたい.

今回,新たな訳みとして,私たちが推進してきた

共同利用研究計画課題 rチンパンジー乳幼児期の認知

行動発達の比較研究 (H13-15年度)｣,｢チンパンジーの

認知や行動とその発達の比較研究 (H16年度･継続中)｣

および関連する研究のポスター形式の成果発表会をプ

ログラムに組み込んだ.ポスターの前ではそれぞれに

活発な議論がなされ,この試みはひとまず成功したも

のと思っている.今後は,共同利用研究の成果発表だ

けでなく,大学院生などの若手の研究者からのポスタ

ー発表参加を募って研究会自体を活性化することを考

えていきたい.

(文Tf:友永雅己)

盃長類モデルでのバイオメディカル研究の新展

開-2005

日時 :2005年10月29日 (土)9:30･18:00

会場 :犬山国際観光センター ･フロイデ

参加人数 :59人

世話人 :中村伸,三上孝允,隅水位子,藤本浩二 (予

防衛生協会),竹中晃子 (名古屋文理大)

<プログラム>

1.霊長類の感染微生物とその統御

座長 :藤本浩二 (予防衛生協会)

光永総子 (京都大 ･霊長類研)｢Bウイルスモニタリン

グに関する最近の知見｣

原正幸 (国立感汲研 ･筑波大)｢マカク屈サル頬におけ

るSRVの感決J

市野淳一朗 (予防術生協会)r;琵長和医科学研究センタ

ーカニクイザルコロニーにおける微生物学的モニ

タリングとSPF化-の取り組み｣

俣野哲朗 (東京大院 ･医学系)｢サルモデルにおけるエ

イズワクチンの解析｣

2.霊長類の機能ゲノム情報の解析とその活用

座長 :向井錬三郎 (感染研 ･基盤研 ･予防衛生協会)

Yoon,Seokjoo/声碩柱 (KoreaInstituteofToxicology)
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rEffectsofrHuEPO TreatmentonSplenicGene

ExpressioninCynomolgusMonkeysJ

中村伸 (京都大 ･霊長類研)｢霊長類の機能ゲノムの発

現プロファイル｣

3.霊長類モデルでの再生医療および脳神経研究

座長 :三上孝允 (京都大 ･霊長類研)

柴田宏昭 (医薬基盤研究所 ･霊長類医科学研究センタ

ー)｢カニクイザル ES細胞を用いた再生医療研究｣

轍棚大輔 (京都大 ･霊長研)｢健常ザルおよびサル局所

脳虚血モデルにおける干ユーロン新生｣

4.盤長短での肥満 ･栄養 ･メタポリックシンドローム

関迎研究

座長 :竹中晃子 (名古屋文理大 ･健康生活)

7,'t水出子 (京都大 ･霊長類研)｢マカク属サルの血中レ

プチン動態｣

吉田俊秀 (京都府立医科大 ･臨床,京都市立病院 ･糖

尿柄/代謝内科)｢倹約遺伝子と人間の栄養｣

総合討論

今回の研究会では,霊長類モデルでのバイオメデ

ィカル研究として ｢霊長類の感染微生物とその統御｣,

r盤長桁の機能ゲノム情報の解析とその活用｣,r霊長

桁モデルでの再生医療および脳神経研究｣ならびにr盃

長桁での肥満 ･栄養 ･メタポリックシンドローム関連

研究｣について トピックを選定した.左記のプログラ

ム内容で関連研究の成果紹介とそれに関わる質疑など,

抗宥 ･座長 ･出席者の間で終日活発な意見 ･情報交換

が持たれた.参加者数は,研究会会場が霊長類研の外

(フロイデ)にも拘わらず多数(59名)の出席があり,

盤滋柿モデルでのバイオメディカル研究-の関心の高

さが窺える.

また,参加者は大学 ･研究機関のみでなく法人 ･

叫文体などからも多く,研究会の目的の一つでもある,

盃長梯モデルでのバイオメディカル研究について学 ･

官 ･産関係者での情報交換や交流の場としても寄与で

きた.

(文宍 :中村伸)

霊長類の発達加齢に関する多面的研究

日時 :2005年 12月 1日 (木)～12月2日 (金)

場所 :京都大学霊長類研究所大会議室

参加人数 :約30人

世話人 :大石高生,林基治,清水慶子,脇田真清

<プログラム>

12月 1日 (木)13:30-17:15

挨拶 大石高生 (京都大 ･霊長類研究所)■

セッション ｢遺伝子から見た脳の発達加齢｣

座長 :林基治 (京都大 ･霊長類研究所)

高橋浩士 (三菱化学生命科学研究所)

｢霊長類における脳の領域形成 ･神経回路形成に関わ

る遺伝子発現について :げっ歯類との比較｣

肥後範行 (産業技術総合研究所 ･脳坤経情報研究部門)

｢脳の発達と可塑性にともなう神経成長関連タンパク

の発現変化｣

大平耕司 (京都大学大学院 ･底学研究科)

｢成熟期の大脳皮質に存在する神経前駆細胞｣

セッション ｢行動と形態から見た脳の発達加齢｣

座長 :脇田其清 (京都大 ･霊長類研究所)

脇田箕浦 (京都大 ･霊長類研究所)

｢ラット脳における感覚モダリティーの分化と連合｣

大石高生 (京都大 ･霊長類研究所)

｢MRI画像で見たニホンザル頭部と脳の生後発達｣

船橋新太郎 (京都大学大学院人間 ･環境学研究科)

｢前頭前野の発達性機能障事としてADHDをとらえら

､ れるか｣

久保南海子 (京都大 ･霊長類研究所)

｢老齢ザルの認知機能に関する行動的評価と神経変性

の推定｣

12月2日 (金)9:30･15:00

セッション ｢元素分析から見た発達加齢｣

座長 :大石高生

東野義之,東野勢津子 (奈良県立医科大学 ･医学部)

｢元素分析から見たニホンザルの動脈の加齢変化｣

佐藤広康 (奈良県立医科大学 ･医学部)

｢サル心臓組織における微丑元素の加齢変化の特徴｣

セッション ｢性の発達加齢｣

座長 :大石高生 (京都大 ･霊長類研究所)

託見健 (京都大 ･霊長類研究所)

｢性腺刺激ホルモン放出ホルモン (GnRH)ニューロン

-のシナプス性入力の発達変化｣

佐藤至 (神奈川県警察科学捜査研究所)

｢オスの性の発達加齢一精染蛋白を追いかけて-｣

セッション ｢体格の発達加齢｣

座長 :清水慶子 (京都大 ･霊長類研究所)'
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片上秀辞 (宮崎大学 ･医学部)

｢アカゲザルにおける成長ホルモン (GH)放出ホルモ

ン (GHRH)とグレリンの迫伝子発現に関する研

究)｣

清水磁子 (京都大 ･丑長粁研究所)

｢マカクザルの発達 ･加齢とレプチン｣

依田筏 (京都大 ･丑長析研究所)

rヒト以外の盤長矧 こおける脂肪若桜とその性差 .季

節変化 ･年齢変化｣

本研究会は,平成 15-17年度にわたって実施され

た計画研究 ｢霊長類の発達加齢に関する多面的研究｣

のとりまとめとして開催された.計画研究の代表者 8

名に加え,所内対応者,大学院生および船橋新太郎,

依田穣両氏が報告を行った.

｢迫伝子から見た脳の発達加齢｣では,領域形成関

連遺伝子 FoxP2の発現様式,シナプス可塑性の高い時

期にシナプチの前部後部の両方でプロテインキナーゼ

C基質が発現すること,喝歯類では大脳皮質第 Ⅰ屑に存

在する神経前駆細胞が霊長類では存在しないことなど

が報告された.｢行動と形態から見た脳の発達加齢｣で

は,注意欠陥 ･多動性障害を前頭前野の発達障事と仮

定して進行中の子ザルの行動実験の結果や,老齢ザル

で障害される課題からの神経変性推定が報告された.

｢元素分析から見た発達加齢｣では,ニホンザルとヒ

ト,ヒトの中でも日本人とタイ人の間に動脈硬化の進

行の違いが存在することなどが報告された.｢性の発達

加齢｣では,新しい研究手法によるGnRHニューロン

-のシナプス性入力の解析の結果や精梁タンパク PSA

の動態に関する基礎研究の結果と応用について報告さ

れた.｢体格の発達加齢｣では,アカゲザルにおける成

長ホルモン,成長ホルモン放出ホルモン,ソマ.トスタ

チンの分泌相関や発達加齢や性ホルモンの動態とレプ

チンとの関係,ヒト以外の霊長類における脂肪蓄積と

その性差,季節変動や年齢変化などが報告された.

各発表に関する討論,議論は専門分野を超えて活発

に行われ,参加者の発達加齢に対する認識は一段と深

まった.発表者,推進者以外に所内の参加者が少なか

ったことが惜しまれる.

(文ff･:大石高生)

アジア ･アフ リカ田嶋乳類現地調査 にお けるマ

テ リアルエ ビデンスの可能性

日時 :2006年 1月26日 (木)～27日 (金)

場所 :京都大学霊長類研究所大会議室

参加人数 :約 100人

世話人 :遠藤秀紀,堺田稗,毛利俊雄,園松豊,

市井正成,川本芳,田中洋之

<プログラム>

1月 26日 (木)

堺田積 (京都大 ･丑長桁研究所)

_r3粧柄アジアでの現生韮長桁の調査 ･研究状況につい

て｣

大井微 (森林総合研究所 ･関西支所)

｢ミャンマーにおけるマカクの分布とその調査法をめ

ぐって｣

大将秀行 (京都大 ･霊長桁研究所)

｢タイの国立公園 ･野生生物サンクチュアリーでの分

布生息実態調査｣

遠藤秀紀 (京都大 ･霊長類研究所)

｢アジア ･アフリカ圏の自然史博物館の現状と標本研

究の実例｣

本川雅治 (京都大 ･総合博物柑)

r東アジア産小型噛乳類の分析の見正し一台湾､中国

南部での調査から見えてきたこと-｣

石黒直隆 (岐阜大 ･食品環frE術生)

｢イノシシ ･ブタの分子進化｣

1月27日 (金)

川田仲一郎 (国立科学博物館 ･動物研究部)

r欧米の博物館に所蔵されているアジア産モグラ桁の

標本.一標本収典の韮要性-｣

木村順平 (日本大 ･獣医解剖)

.｢東南アジア産噛乳類で比較解剖学を創る-センザン

コクとマメジカー｣

川本芳 (京都大 ･霊長類研究所)

｢フィール ド調査における迫伝学的試料収弗の方法-

バングラデシュにおける事例｣

樽創 (神奈川県立生命の星 ･地球博物館)

｢ニホンザルとタイワンザルの四肢骨形態｣

後藤俊二 (日本野生動物研究所)

｢東南アジア各国での歪長矧 こ関する現地調査より一

獣医学的調査およびサンプリングから｣

栗田仲之 (大分市教育委員会)

｢ラオス霊長類の分布と生息実態 (短報)｣.

Suchinda Malaivijitnond (°ept. Biol., Fac. Sci.,

ChulalongkornUniv.,Thailand)

｢チュラロンコーン大学自然史博物館とDNAdata-base

について｣

LioraKolskaHorwitz(Dept.Evol.Syst.Ecol.,TheHebrew

univ.,Israel)
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''Regionalvariationincranialbiometryandpathologyof

wildboarinIsrael:Apilotstudy･〃

本郷一美 (京都大 ･霊長類研究所)

｢タイ南部におけるマニ (オラン･アスリ)の霊長類

狩猟｣

林田明子 (帯広畜産大 ･家畜解剖)

｢リス科におけるクラ地峡の生物地理学的影響｣

現地調査と現物資料に基づく研究,そして標本の

恒久的収蔵を根幹とした継承性科学手法を,霊長類研

究所は虫祝している.今日的な説明責任を満たす合理

的対処として,定量化業績や短期的スクラップアンド

ビル ドがとくに重要祝される昨今,換言すれば,こう

した現地調査と資料 ･データの継承性に根ざすマテリ

アルエビデンスの成果は,生物学界では不幸にして軽

視されるようになっているといえるだろう.本研究集

会は,長年にわたり,アジア ･アフリカ圏で現地調査

と穏本番積に基づく研究体制を築いてきたメンバーに

よる,これまでの成果の集積と今後の展望を議論 ･思

慮する場として,提案されたものである.

盤長類研究所を軸とした晴乳類の多様性研究がア

ジア ･アフリカ地域に印した足跡を,収集されるデー

タと研究体制における人のつながりの中に見ることが

でざる.我々は,タイ,マレーシア,インドネシア,

ベ トナム,ラオス,ミャンマー,バングラデシュ,イ

ンド, トルコ,ケニア,マダガスカルなどに継続的に

胴衣体制を敷いてきている.たとえば,東南アジアに

おけるマカカ頬を中心とした形態進化学的研究,迫伝

学的手法による解析,そして行動学的 ･生態学的調査

によって,､同地域の霊長類の多様性が認識 ･検証され

てきた.一方,同地帯では,偶蹄類,食虫類,リス類,

センザンコウ類などの多様な手法による研究が,日本

側のイニシアティブによって進められてきた.これら

の研究は,同時に該当国の人材を育て,研究組織の長

期的基盤構築に貢献することとなっている.昨今隆盛

の巨大プロジェクトによる短期的な投資よりも,人材

育成を重視した長期的施策の方が,途上国調査の成果

としては,意義深い学術体系を生み出すことが明らか

である.たとえばタイ ･チュラロンコン大学,タイ ･

国立科学技術研究所,ベ トナム ･生物多様性研究所,

インドネシア･ボゴール動物学博物館,マダガスカル ･

アンタナナリボ大学などにおいて,地道な人的交流を

重視した結果,これら地域の生物多様性研究に欠かせ

ない,フィール ドを熟知した人間と標本作製 ･収蔵施

設を継続して育てることに成功している.また, トル

コやタイでは発掘調査や現存野生動物集団の解析によ

り,考古学的なアプローチを多角化してきた.霊長類

研究所は,こうした活動の中心的役割を担ってきたこ

とが明確といえる.

研究理念 ･手法としてのマテリアルエビデンスを

重視することは,今日の予算体系や税執行策と照らし

合わせれば,必然的にさまざまな困難を伴う.しかし,

これを継続せずして,調査地域の国や地域社会と融合

した,継承性あるフィール ド研究の発展はない.本集

会は,今後も多岐にわたる研究計画を発案し,アジア ･

アフリカ地域の野生動物 ･霊長類 ･輔乳類の多様性の

検討を継続する重要性を,確認することとなった.

(文責 :遠藤秀紀)

野生霊長類の保全生物学

日時 :2006年3月 10日 (金)～3月 11日 (土)

場所 :京都大学霊長類研究所大会議室

参加人数 :約40人

世話人 :室山泰之,川本芳,毛利俊雄,杉浦秀樹

<プログラム>

3月 10日 (金)

座長 :室山泰之 (京都大 ･霊長類研究所)

辻大和 (東京大 ･農学生命科学研究科)｢食物供給の年

次変動が競合を介してサルの個体群動態に及ぼす

影響｣

清野紘典 (野生動物保護管理事務所関西分室)｢仙台市

西部lキ生息する野生ニホンザルの個体群動態と分

派 ･分裂｣

鈴木克哉 (京都大 ･霊長類研究所)｢GISを用いた野生

ニホンザル加害群の生息地利用評価｣

中村民彦 ｢東北地方の厩猿信仰における残留形態とそ

の口承｣

討論

3月 11日 (土)

座長 :杉浦秀樹 (京都大 ･霊長類研究所)

川本芳 (京都大 ･霊長類研究所)｢ミトコンドリ.アDNA

変異からみたニホンザルの地域性｣

赤座久明 く富山県立雄峰高等学校)｢北アルプス周辺地

域におけるニホンザル地域個体群の分布特性とミ

トコンドリアDNA変異｣

森光由樹 (野生動物保護管理事務所)｢北関東に生息す

るニホンザルのミトコンドリブDNAの特徴｣

座長 :川本芳 (京都大 ･韮長類研究所)

早石周平 (京都大 ･理 ･動物)｢屋久島のニホンザルの
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ミトコンドリア DNA における等質性と遺伝的変

異の島内分布｣

萩原光 (NPO房総自然博物館)r房総半島のおけるニホ

ンザルと外来種に関する研究と現状｣

討論

コメンテーター :岩崎互札 三戸幸久,前木直樹

現在,保全生物学ではこれまでの成果を整理しつ

つ,新たな理言論的枠組みや方法論が生み出され,検証

されようとしている.本計画研究 r野生歪長頬の保全

生物学｣はこうした認識に基づいて,歪長短にかかわ

る諸研究を推進することを目的として実施された.

平成 17年度が最終年度であるため,これまでの研

究成果をとりまとめるための共同利用研究会を開催し

た.1日目は,金華山に生息する野生群および人為的環

境を利用する野生群の個体群動態,GISを用いたニホ

ンザル集団の生息地利用の分析,および東北地方の厩

猿信仰などの話題で発表があった.一見保全生物学に

直接かかわらない話題もあったが,個体群管理や過去

の分布復元について盃要な示唆を与えるものとして評

価された.また,GISの分析に関しては,コメンテー

ターからは,景観をスケールとする分析例が紹介され,

ニホンザルの生息地管理を推進する上で重要な技術の

一つであることが強調された.2日目は,日本全国のミ

トコンドリアDNA分布の分析結果が詳細に報告され,

引き続ヤ､て各地の地域個体群を対象とした迫伝学的研

究の発表が行なわれた.ミトコンドリアDNAについて

は,標識の基準化が行なわれるとともに,各地域での

ミトコンドリアDNAの地域分化や迫伝的多様性,個体

群分化の特徴が明らかになり,ニホンザル分布の歴史

的変遷について興味深い議論が行なわれた.これらの

知見は,現段階ではニホンザルの保全 ･管理に直接的

に寄与するまでにはいたっていないが,将来的には遺`

伝学的な情報を反映したニホンザルの個体群管理を実

施する基盤が整ったと考えられた.また,外来種問題

について房総のアカゲザルの現状が紹介された.

参加者は約40名とそれほど多くなかったが,それ

ぞれの課題について活発な談論が行なわれた.

(文ff:畠山泰之)

動物園の生物学 3:動物園の役割を科学する

日時 :2006年3月 15日 (水)～16日 (木)

場所 :名古屋市東山動物固動物会館

参加者 :約 130名

世話人 :上野吉-,友永雅己,鈴木樹理,遠藤秀紀

<プログラム>

3月 15日 (水)

1:憩い場

神田幸司 (名古屋港水族館)

｢シャチのパフォーマンスは何を見せるのか :ショー

かトレーニングか｣

坂東元 (旭山動物園)

｢憩いの場の提供 :行政展示の効果｣

五百部裕 (椙山女学園)

r観客は動物園になにを求めるか :抑在時間からのス

ケッチ｣

2:教育の場

並木美砂子 (千葉動物園)

｢動物園で何が学べるか｣

竹ノ下祐二 (日本モンキーセンター)

｢動物園と学校 :先生とどう辿お宅するか｣

大丸秀士 (安佐動物園)

｢体験から学び-｣

3月 16日 (木)

3:研究の場

中道正之 (大阪大)

｢動物園での発達科学｣

遠藤秀紀 (京都大 ･霊長研)

｢動物園での近体科学｣

上野吉- (京都大 ･歪長研)

｢動物園での認知 ･行動学｣

4:保全の場

池田啓 (兵庫県立大学)

｢保全の場としての動物園 :動物園から生息地-｣

森角興起 (横浜市繁殖センター)

｢動物園における保全事業の現状と将来｣

楠比呂志 (神戸大学)

｢冷凍動物園の将来｣

総合討論

共催 :名古屋市RT山軸物固

協焚 :市民ZOOネットワーク

これまで研究会 ｢動物園の生物学｣を,2002年に

共同利用研究会として,2003年には名古屋港水族館と

の共催として開催してきた.それぞれ ｢研究｣,｢教育｣

という観点から,動物園を検討をおこなった.これら2

つに ｢憩い｣,保全｣を加えた,⊥般に指摘されている
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動物園の 4つの役割は,相補的に関わり合っている.

そこで今回は原点に立ち返り,これ ら4つの役割を具

体的な事例をもとに,個別に吟味すると同時に,他の

役割との関りを検討した.近隣のみならず,全国から

広く参加者があったこその内訳は,研究者および動物

園関係者,学生,一般市民がそれぞれほぼ3分の 1ず

つとなった.非常に活発な議論が多様な立場から進め

られ,有意義な研究会だったと思われる.目的として

いた動物園の社会的意義とそれを実現するための問題

点を客観的/科学的に整理し,動物福祉-の配慮や公共

施設としての安務を注視した機能向上を模索するとい

うことは,必ずしも達成できたとは言えないが,今変

わりつつある動物園を見直すきっかけとしては十分役

立つことができたと考えられる.また,研究者と動物

図との関係を深めるという点においても有効だったと

捉えたい.

(文責 :上野吉-)

第 35回ホミニゼ-ション研究会 ｢霊長類野外研

究の将来｣

日時 :2006年3月 17日 (金)～18日 (土)

勘所 :犬山国際観光センター rフロイデ｣2階多目的研

修迩

参加人数 :約200人

世話人 :波速邦夫,M.A.Hu血1an,高井正成

<プログラム>

3月 17日 (金)

破過邦夫 (京都大 ･霊長研)｢趣旨説明 :野生ニホンザ

ル長期継続観察の経緯と今後｣

杉浦秀樹 (京都大 ･霊長研)r屋久島におけるニホンザ

ル個体群のモニタリング｣

室山森之 (京都大 ･霊長研)r里のサルの保全と管理 :

韮礎から応用まで｣

中村3:･知夫 (京都大 ･理学研究科)｢不惑のマハレー古

いフィール ドからの新たな発想｣

山越首 (京都大 ･アジアアフリカ地域研究研究科)｢聖

なるものを手なずけること:ギニア ･ポッソクに

おけるチンパンジー研究の現状と将来｣

竹ノ下祐二 (日本モンキーセンター)｢アフリカ大型類

人猿の種間関係の野外研究｣

岩本俊孝 (宮崎大 ･教育文化学部)｢ヒヒ類の適応進化

に関する野外研究｣

香田啓貴 (京都大 ･霊長研)｢インドネシアにおける野

生テナガザル調査-のとりくみ-テナガザル音声

の多様性の解明に向けて｣

平井啓久 (京都大 ･霊長研)｢アジルテナガザルの亜種

分化と染色体｣

3月 18日

囲松豊 (京都大 ･霊長研)｢ナカリ:東アフリカ中新世

後期の化石産地における最近の野外調査｣

高井正成 (京都大 ･霊長研)｢マカクの進化 :ユーラシ

アの西と東｣

柿崎智子 (群馬県立博物館),本郷一美 (京都大 ･霊長

研)｢日本.O遺跡から出土するニホンザル化石｣

川本芳 (京都大 ･霊長研)｢遺伝子から見たニホンザル

の地域分化｣

討論者 :山極寿-,中川尚史 (京都大学理学研究科),

鈴木滋 (龍谷大学)

最近になって共同利用研究課題の応募数が減少し

ている.その傾向は長年霊長研を支えてきた生態学研

究の分野において特に目立っている.そのような危機

感をもとに,野外研究の現状をとらえなおし,今後-

の展望を切り開いていこうという目的でもって,今回

のホミニゼ-ション研究会は企画された.

最初の一日は,主として生態や社会 ･行動に関す

る国内外の野外調査についての議論であった.まず幸

島をはじめとする長期継続研究の行方 (波速),屋久島

における野生群のモニタリング (杉浦),近年の野生ニ

ホンザルによる猿害問題-の取り組み (室山)などニ

ホンザル研究についての発表の後,すでに40年になろ

うとするマハレでのチンパンジー研究 (中村),同じく

ポッソクにおける研究の特殊性 (山越),ゴリラとチン

パンジーが同所的に生息するアフリカ熱帯雨林におけ

る研究 (竹ノ下)など,これまで日本の研究者が取り

組んできた多様な研究内容と,現在模索している研究

の方向性とが話し合われた.いずれのフィール ドもさ

まざまな政治的社会的問題をかかえており,また研究

を推進する側にも長期継続からくる閉塞感があって,

それから脱皮すべくもがいている様がよくわかる発表

が多かった.さらにアフリカ北部からサウジアラビア

にかけてのヒヒ類調査のまとめ (岩本),最近はじまっ

たアジアにおけるテナガザルの音声調査 (香田),テナ

ガザルにおける染色体変異と種分化の研究 (平井)な

どが紹介され,また翌日行われた各種迫伝的マーカ丁

によるニホンザル種内変異の研究 (川本)とあわせ,

新たなフイ｣ル ドワークの展開がこうした分野の中か

らも起こってきていることが明らかになった.

二日目は,主として古生物学的な野外調査につい
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ての話店が中心であり,最近アフリカで発振された中

新世後期の粁入校化石をめぐる話題 (園松),ユーラシ

ア大陸に広く分布していたと思われるマカク類の進化

史に関する概説 (市井),日本国内から発掘されたニホ

ンザル化石に関するまとめ (姉崎 ･本郷)が発表され

た.それぞれに放所の知見を基にしたものであり,こ

の分野の放近の新しい進展ぶりがうかがえるものであ

った.

野外研究の今後の展望を兄いだすという忠味では,

まだまだ不十分な点が多かったと思われるが,いずれ

にせよ参加者の中に問題意識を共有し,今後-の一つ

のステップを刻むことはできたものと考えている.

研究会終了後13:30から4階フロイデホールにおい

て,本年をもって定年を迎えられた霊長類研究所の茂

原 ･森 ･大揮三先生の最終講義が行われ,その後,和

やかに懇親会が行われた.三先生による最終講義のタ

イ トルは以下のとおりである.

<最終講義>

大将秀行 (京都大 ･霊長研 ･社会生態部門)

｢アフリカの原野にサルをたずねて｣■

森明雄 (京都大 ･霊長研 ･社会生態部門)

｢幸島に生息するニホンザルの社会生態学的研究｣

茂原信生 (京都大 .霊長類研 ･進化系統部門)

｢私の霊長類研究｣

(文安 :波速邦夫)
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